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中学生を対象とした 

『夏休み１日体験ボランティア』で 

利用者様と楽しく談笑する生徒さん。 

（通所介護事業所 
ケアホーム春風にて） 

今回の主な内容 

＊  『赤い羽根共同募金』のお願い       ・・・P １ 

＊  寄付者へのお礼のメッセージ                ・・・P ２ 

＊  中学生１日体験ボランティアの実施     ・・・P ４ 

＊  権利擁護センターだより          ・・・P ５ 

＊  ふれあいサロンの再開 他          ・・・P ６ 

＊  リングプルご寄贈 他            ・・・裏表紙 



 

１０月１日から全国一斉に 

『赤い羽根共同募金運動』が始まります。 

 本年も皆様のご理解とご協力をお願い致します。 

白糠町共同募金委員会 会長 染谷 仁也 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

白糠町の令和５年度目標額は １，８２７，０００円 です 
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 「赤い羽根」ってよく耳にするけど、 

いったい、何に使われてるんだろう？ 

 

募金の約７０％は、白糠町民のために使われています！ 

皆さまから赤い羽根共同募金に寄せられた寄付金は、民間の福祉施設や社会福祉協議

会、NPO をはじめとする各種の福祉団体やグループ、ボランティアの活動を通じて幅広い分

野で有効に使われています。 
 

残りの３０％は、北海道民のために使われています！道内の障がい者・高齢者等への

サービス活動費やその為に必要な備品の購入などに使われ、また一部は、大規模災害が

起こった際に被災地を応援する為の「災害等準備金」として積み立てられています。 

～ 募金の使い道 ～ 

全道規模の助成事業へ 349，000 円 
 

送迎や物品搬送等に必要な福祉車両の購入に 

地域で活動するボランティアの育成研修に 

お年寄りが安心して暮らせる地域づくりに 

ハンディキャップをもつ方々の社会自立のために 

子どもたちや母子・父子家庭の支援のために 

さまざまな福祉活動のお知らせや 

募金活動の啓発のために 

災害発生時の、被災者の方々に対する 

支援活動に 

社会福祉協議会の助成事業活動資金へ 

650，000 円 
 
小地域ネットワーク（助け合い）活動推進事業へ 

社協広報誌発行事業へ 

社会福祉団体運営活動費へ 560，000 円 
 
老人クラブ連合会運営活動費へ  250，000 円 

手をつなぐ育成会運営活動費へ  150，000 円 

身体障害者福祉協会白糠分会 

        運営活動費へ   80，000 円 
 

遺族会運営活動費へ        40，000 円 

保護司会白糠分区会運営活動費へ  40，000 円 

 
管内規模の助成事業へ    40，000 円 

 

募金運動啓発活動事業へ 228，000 円 
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募金箱の設置にご協力いただける 

町内の企業 様を募集しております。 
 

設置について、 

ご興味・ご関心のある企業様は 

ぜひ、お問合せをお願いいたします。 
 

白糠町共同募金委員会 

  ☎ 2-2042・2-2702 

令和４年度の共同募金で事業を行った団体より 

寄付者への「お礼のメッセージ」です。 

・広報誌発行事業・ 
 

社会福祉協議会では、年に４回程度発行しています広報誌「社協の泉」の発行印刷経費に使用させ

て頂きました。年４回程度ということで回数は少ないのですが、毎年度の事業活動計画（報告）や予

算（決算）、そして１０月から開始する「共同募金運動」に関する資料や情報を提供するための最も有

効な手段となっており、その結果としては地域住民の皆様から各種事業の実施に際し、深いご理解と

温かいご協力を頂いております。 

今後も皆様から頂戴いたしました貴重なお金は、大切かつ有効に使わせて頂きますので、引き続き

ご支援下さいますようよろしくお願い申し上げます。 

・小地域ネットワーク活動推進事業・ 
 
 社会福祉協議会では、町内会の地域福祉活動推進事業である「助け合いチーム」小地域ネットワー

ク活動関連事業費として活用させて頂いております。 

この事業は、一人暮らし高齢者の方々が地域で安心した日常生活がおくれるようにと、町内会を中

心として実施しているもので、町内会はもとより高齢者の皆さまからも大変感謝されております。令

和４年度はコロナ禍の影響もあり１６町内会の実施となりましたが、今後は、全町内会で実施される

よう事業の継続を図って参りたいと考えておりますので、引き続きご支援下さいますようよろしくお

願い申し上げます。 

社協 
より 

白糠町社会福祉協議会 



 

 

 

 

 

 
 
 

           釧路地区身体障害者福祉協会白糠分会 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

釧路地区保護司会白糠分区会 

 

 

 

 

 
 
 
 

白糠町手をつなぐ育成会 
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 ・福祉団体活動促進事業・ 
 
 白糠町老人クラブ連合会では、主要事業実施経費に使用させていただいており、老人クラブ会員か

らは大変喜ばれていると共に、本町の高齢者福祉の推進に大きく貢献しております。 

 今後も皆様から頂戴いたしました貴重なお金は、大切かつ有効に使わせて頂きますので、引き続き

ご支援下さいますようよろしくお願い申し上げます。 

・福祉団体活動促進事業・ 
 
 この度は、共同募金の助成金を頂き誠にありがとうございます。頂きましたお金は、他市町村との

会員交流研修会等の参加、また、本会創立７０周年記念事業等に使用させて頂きました。会員共々大

変感謝しております。 

 会としても、古紙回収事業等を賛助会員の協力のもと頑張っております。 

 今後も、会員の高齢化と会員の減少がある中で障がい者の社会参加・交流の場を作っていきたいと

考えております。 

 頂きましたお金は、大切に使用させて頂きますので、今後共ご支援を宜しくお願い申し上げます。 

・福祉団体活動促進事業・ 
 

 私たち保護司分区会は、社会奉仕の精神をもって、犯罪を犯した人の保護観察や生活環境調整を担

当し、保護観察者の改善・更生の一助を担っているほか、「社会を明るくする運動」にも積極的に参加

し、犯罪や非行のない安全安心な地域社会を築くため、関係機関と連携しながら啓発活動等に取り組

んでおります。 

 こうした活動をするにあたり、北海道共同募金会様からのご支援に心から感謝とお礼を申し上げま

す。 

・福祉団体活動促進事業・ 
 
 当会では、町内外や道内各地、遠くは長野県にいる正会員・賛助会員さんや役場福祉課、町内の福祉

関係各所へ当会の事業や行事の情報を知って頂くために１２５部会報を作成しております。赤い羽根

共同募金の助成金をそのインク代や紙代封筒代等に使用させて頂いており、当育成会へのご理解・ご

協力が得られています。昨年度は 7 回発行して配布しました。 

 当会は、白糠と西庶路に就労の事業所とグループホームを運営しており、両事業所のお便りも一緒

に配布して、利用者さんの１年を通しての作業や事業所での様子を皆さんにお知らせしています。白

糠町に住む知的障がい者のために今後も当会のアピールのための会報作成、配布は続けていきたいと

思います。 

 昨年度もコロナの影響でイベントが何も無く大変な状況でした。赤い羽根共同募金の助成金を使わ

せて頂き、こんな中でも、少しでも楽しい思い出を作れたらと思い、コロナ対策をしっかりして、利用

者だけ参加の「なかま祭り」を開催しました。サイコロゲームや輪投げゲームをして盛り上がりまし

た。両事業所の利用者が集まることが出来てなかったので、同じ時間を過ごし、いい思い出になりま

した。 

 助成金を頂き本当にありがとうございました。今後とも宜しくお願い致します。 

白糠町老人クラブ連合会 団体 
より 
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 令和 5 年度、夏の中学生「１日体験ボランティア」を実施しました。 

昨年度は夏・冬休みともに、コロナウイルス感染拡大の影響で中止となっていましたが、今

回は白糠学園から武田姫奈さん、庶路学園から三栖絆喜さん、計２名の参加があり、特別養護

老人ホーム清和園様と白糠社協の通所介護事業所ケアホーム春風の２施設にて２日間の日程

で行いました。 

 最初は緊張していた生徒さんも、利用者様と積極的にお話をしたりカラオケや絵あわせ、絵

手紙づくりなどをして、徐々に笑顔で交流ができるようになりました。北海道弁かるたのレク

リエーションでは、「じょっぴんかる」や「はんかくさい」などの言葉に馴染みのない生徒さん

が読み手となり、ひとつ読むのも苦労するような場面が…取り手の利用者様からも明るい笑い

声が響いていました。 

今回参加してくれた三栖さんは「家族が介護の仕事をしているので、興味があり参加しまし

たが、レクリエーションがとても楽しかった。また参加したいです！」と話して下さいました。 

 ご協力頂きました施設様並びに職員の皆様に、心より感謝を申し上げます。 

利用者様と残暑見舞いの絵手紙を

作成しました！(春風にて) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日時： 令和５年１０月２５日（水） 
     １４：００～１５：３０ 
 
場所： 保健センター 集団検診室 

 

演題：『任意後見制度』について 
 

講師： 釧路公証役場  
公証人  本田 法夫 氏  

ご参加いただける場合は、お手数ですが、 

お電話もしくは FAX にて１０月１９日（木） 

までに、下記までお申し込みをお願い致します。 

公証役場から先生をお招きし、 

町民の皆さんへわかりやすく、ご講義頂きます。 

多数のご参加をお待ちしております！ 
 

白糠町社会福祉協議会 白糠町権利擁護センター 

東１条北１丁目１番地９（保健センター内） 

電話・FAX ２-２０４２（春田 修吾） 

 5 

    フォローアップ研修会を開催 

市民後見人養成講座修了者を対象とした

フォローアップ研修会を開催し、１３名が参

加しました。 

今回は、白糠町役場から３名の講師に来て

いただき、行政事務手続き（おくやみの手続

き・樹木葬墓所と合葬墓・地域包括支援セン

ター）についてのお話を伺いました。 

参加者からは「実務に関係する貴重な話が

聴けて、とても良い時間になった」との声が

ありました。 

８ 

24 

任意後見制度ってなに？ 

知 的 障害・精 神障 害・認 知症

な ど に よ り 不 安 や 心 配 の あ る

方 に 、様 々な 契約 や 手 続 等の お

手 伝 い を す る の が 成 年 後 見 制

度 で す 。 
 

成 年 後見 制 度 には 、 

法 定 後 見 と 任 意 後 見 の ２ 種

類 が あり ま す 。 
 

法 定 後見 は 、ご本 人 の 判 断能

力 が つ か な く な っ た 後 に 裁 判

所 で 決 定 し た 後 見 人 が お 手 伝

い を しま す 。 
 
任 意 後 見 は 、 ご 本 人 が し っ

か り して い る うち に、誰 に 何 を

お 願 い す る か を ご 本 人 自 身 で

決 め て お く 事が できま す 。 

申 

込 
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どなたでも参加することができますので、お近くの方はぜひお気軽に足をお運びください！ 

 

 
社会福祉協議会では、白糠町からの委託を受けて、高齢者（要介護認定をうけていない方）を

対象とした『生きがいデイサービス』事業を行っています。（要支援の方も申込み可能です。） 

 『生きがいデイサービス』とは、元気で健康な方が、その健康状態をいつまでも長く保ってい

けるよう、毎週決められた曜日にお越し頂き、楽しい時間を過ごしていただくところです！ 

 

 

 

 
 
☆現在、木曜日と金曜日に空きがありますので、 

ご興味のある方はぜひ、お問い合わせください☆ 
 

※ 契約は白糠町役場の担当課で行ない、 

毎月の支払いも、役場へ支払っていただきます。 
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コロナウイルスの影響により中止をし

ていた高齢者の方々の交流を目的とした

茶話会（ふれあいサロン）が西庶路地区

で３年 7 か月ぶりに再開しました。 

  1 人暮らしの方が増加している事や外

へ出る機会も少なくなっていた為、久し

ぶりの再会やおしゃべりに、皆さんとて

も嬉しそうにされていました。 

  ２５日（月）には庶路地区でもサロン

が再開され、今後は西庶路・庶路ともに

1 か月に１回開催をする予定です。 

９ 

  １１  

ヘルパーの 

送迎あり！ 

お茶菓子を 

食べながら 

楽しくお話！ 

介 護 予 防 の

体操や 

カラオケ！ 

昼食あり！ 

入浴も可能！ 



 

 

 
 
釧路地区身体障害者福祉協会白糠分会様より 

リングプルをご寄贈いただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

石田会長（左から３番目）から 

池田常務理事へ手渡していただきました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

前回号以降分（順不同）  

 

 

 

 

 

 

「社協の泉」は、赤い羽根共同募金の一部助成を受けて発行しています。 

◎ 会葬ハガキ事業協力者

　小田嶋　一郎 様（和天別３５８） 　竹中　麻里子 様（東２北２） 　平間　昭雄 様（カリソ３８）

　　　　　　　２３，０００円 　　　　　　　１３，０００円 　　　　　　　１８，０００円

　髙橋　トシコ 様（東１北６） 　前田　美恵子 様（西１南１）

　　　　　　　１８，０００円 　　　　　　　１８，０００円

７月２７日、石田正義会長・木村忠治副会

長・濱野則子事務局長より車イスの交換に

必要となるリングプルをご寄贈頂きまし

た。 

今回頂いたリングプルの重さは約１４

㎏！昨年３月頃から１年以上かけて集めら

れたそうで、石田会長は「年齢を重ねるにつ

れ、車イスの有難みがよくわかるので、少し

でも役に立てたら。」とお話してくださいま

した。 

温かいお気持ち、心より感謝を申し上げ

ます。 

白糠社協では、車イスの交換に必要となるリ

ングプルを集めています。 

車イス１台と交換するために必要なリング

プルは、約７００㎏（ドラム缶７～９杯くらい）

と言われています。 

塵も積もれば山となる！！ 

少量でも構いませんので、ぜひ皆様のご協力

を宜しくお願い致します。 

入口正面の 

掲示板前に 

回収 BOX を 

設置しました！ 


